





























































































































府県なと）、均等地域・同質地域 (00工業地域 ・00浜など）、結節地域（首都圏 ・00盆地

















































































































































病零出巡返人文畑杢寧 （ゞ.,o_ l) (. .下吝き困塩出用.)
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ない。大塚民俗学会編『日本民俗辞典』 （弘文堂 1972年）には「地域社会」 「地域性」の
用語が見える (P441)。
(13)かって筆者は行政区域と異なる地域住民の生活空間をフィールドとして生活史叙述を試み
たことがある。詳しくは拙著『三浜漁民生活誌ー大洗地方の近代史ー』 （裔書房ふるさ
と文庫 148 1990年）参照のこと。
(14)民俗学者宮田登（筑波大学教授）の晟新著作『怖さはどこからくるのか』 （筑摩書房
1991年）には、若者と民俗学の関係か平易に述べられている。
(15)高校日本史教育における「手にとる教材」論は宮内正勝・阿部泉著『手にとる日本史教材
入手と活用』 （地歴社 1988年）か圧巻である。
(16)子どもが描く地図に関しては寺本潔著『子ども世界の地図一秘密基地・子ども道・お化
け屋敷の織りなす空間ー』 （黎明書房 1988年）か参考になる。
(17)録音「筑波山巡検人文講演会講演録 谷川彰英 1989年版」。
(18)谷川の地名教育に関する論考は多いか『地名を生かす社会科の授業』 （黎明書房 1986年）
が分かり易い。
(19)生徒の感想文から
「今まで地名なんて正直言ってあまり興味かなかった。今日先生が新治村の冶（ハル）の
字は今冶と同じように新しく開墾した開いた土地だと話したところから、地名が面白くなっ
た。途中で馬片のつく漢字（駅・駄賃・駒）の話や小野小町を紹介した時、是非小野へ言っ
て小町ばあさんを探そうと思った。」 （女子）。
この講演会以後、人文調査用紙項目に「地名」か加わった。
(1991年9月30日脱稿）
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